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o-ho chih-kuan and the T
ʼien-tʼai T
radition ”（ 「 『摩訶止観』と天台の伝統」 ）
と題され




Introduction ”（ 「翻訳者のイントロダクション」 ）
では、智顗の三諦思想や経典引
用の態度などが紹介された後、翻訳の方法論 つ ていくつか 興味深い指摘がなされている。スワンソン氏は『摩訶止観』を翻訳するなかで、 「翻訳」という知的作業について考えを巡らし、いくつか 論文などで自らの翻訳論を展開しているが、ここではそれらの考察を踏まえて、 『摩訶止観』を英訳する上で留意すべき点 くつか挙げている。そのなかでも特に重要と思わ る が 逐語訳に固執すると、かえって原意を誤って伝えることに りかねない、という指摘である。スワンソン氏 、 「異なる言語 言葉 間には一対一の対応は い」
（“
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] 、 『法華玄義釈籤』二十巻、 『法華文句記』三十巻）
を通して読






























































































































連続させて、 「光り輝いて心の静まっ 状態としての止観─［この教えは］それ以前の世代で いたことがなかったが、智 大師智顗は、隋朝の開皇十四年の四月二十六日より、荊州玉泉寺において
（ 『摩訶止観』を講説した）
」と訳
している。これは大胆な訳で、文書の流れからすると適切と思われるが、伝統的な読みとはかなり異なって るといわざるを得ない。この場合、スワンソン訳 方がより適切のように思う。　「止観明静、前代未聞」に付されている脚注を比較検討すると興味深い点が見えてくるので、この点についても記しておく。ドナー・スチーブンソン訳では この一文 脚注で『弘決』の言葉を引用して次のように説明 ている。
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では『文殊説般若経』 、 『般舟三昧経』 、 『文殊問般若経』 、 『大方等陀羅尼経』 、 『覚意三昧』 、 『国清百録』 、
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